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保育者へのコンサルテーションにおける
子どもの人物画の有効性
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児童保育研究科　児童保育専攻

Ⅰ　問題と目的

　幼児にとって描画は身近な遊びであり、重要な自己表
出のツールである。山形（1999）は、発達初期における
表象的描画が、他者との関係の中で成立すること、つま
り、対象表現が自生的に発現するのではなく、対人的文
脈に先導されて現出することを実証している。また、新
宮（1999）が、身体像の成立には自己の感覚だけでな
く、他者の視線を取り入れることが必要であり、それに
よって統一した身体像を獲得し、維持していけると述べ
ているように、人は他者との関係の中で発達し、その関
係によって成立していく自己像が描画に表現される。子
どもが絵を描く時、その描き方や描く内容は、人間の内
的衝動ともいえる生物的基盤に支配されつつ、成長する
につれて変化していく。さらに、重要な他者との関係と
いう心理・社会的影響を強く受けて、身体像や内的イ
メージが形成され、それが絵に表現される。
　高橋（2013）によれば、描画の中でも、人物画は、自
分の欲求・感情・対人関係など、パーソナリティのさま
ざまな側面を投影した特定の人が描かれる。このような
立場から、人物画テストで描かれた人物は、なんらかの
点で被験者自身（自己）を表すという仮説によって、描
画を解釈することが可能となる。筆者は、自閉症児と母
親との面接過程を分析した事例から、人物画の意味する
ことを読み取り、場面ごとに子どもにかかわる人に共通
理解可能なメッセージとして生かすことができるなら

ば、子どもとの関係に難しさを抱える母親の「子ども理
解と受容」において重要な役割を果たすこと、また、子
どもにかかわっている療育スタッフが子どもの状態像を
認識する上でも有効的であり、総合的な発達促進に結び
付けることができることを明らかにした（末次，2020）。
　フロスティッグ（Frostig, M.，小林訳，2007）は、人
が育つためには「身体・頭・心」の全面的な発達を図る
必要性があるとし、その中で、まず「身体意識の形成」
を人の育ちの根幹を成すものとして重視した。身体意識
とは、自分自身の身体のイメージを持つということで、
心身の発達にとって重要な役割を果たす。また、身体意
識には自己内の認識と共に周囲への認識も含まれる。人
は自分自身が動くことで外界に触れて周囲を理解し、そ
の経験を通して自己意識や他者意識を作り上げていく。
つまり、身体意識がなければ、自己の存在にも気が付か
ず、自己意識も自我の形成も、他者意識も成立しない。
身体意識は、生後の様々な経験や学習により発達してい
くもので、活動が活性化すると飛躍的に発達する。これ
により行動を自分のものとして意識体験のなかで収める
ことができるようになり、社会的なつながりを展開して
いくようになる。
　「身体意識の形成」のための特別な配慮、支援におい
ては、感覚統合訓練など、療育の専門家がその目的に特
化した形で実践している。しかし、発達に何らかの難し
さを抱えている子どもの中で、明確な診断を受け、療育
的なプログラムを享受できる状態になる子どもは限られ
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ている。実際にはそのようなルートには乗らないが難し
さを抱えるグレーゾーンにある子どもが多く存在してい
る。また、療育を受けている子どもに関しても、その回
数などは限られ、専門機関での一定の時間のみの訓練と
なる。そこで、筆者は、フロスティッグのムーブメント
教育の「身体・頭・心」の全面的な発達を図ろうとす
る達成目的は、保育者が日々の保育活動の現場において

「身体意識の形成」に着目した保育を展開することで果
たしていくことが可能になっていくのではないかと考え
た。ただし、その前提として、療育的支援の視点を持つ
専門家が、保育者と連携し一人一人の子どもの状況を共
有することが重要である。
　幼稚園教諭や保育士の、臨床心理士に対する相談ニー
ズを調査した中山・山下・森（2017）の研究結果では、
子ども自身の能力のバランスやコミュニケーションのあ
り方へのアセスメントのニーズが高かった。また、幼稚
園教諭や保育士自身が、担当している子どもの教育・保
育という視点以外となる心理学的な子どものとらえ方や
関わり方を知りたいというニーズも明らかになった、と
している。保育者の相談ニーズに臨床心理士が対応する
という形は保育コンサルテーションという言葉で表現さ
れる。浜谷（2002）は、保育コンサルテーションについ
て次のように定義をしている。「保育におけるコンサル
テーションは、子どもに対する間接的な支援である。つ
まり、保育を支援する発達臨床コンサルテーションと
は、『発達臨床の専門家と保育の専門家の対等で自由な
協同的な問題解決であり、その目的は、保育者の保育機
能を改善することによって、子どもの状態を改善するこ
とにある』のである。」さらに浜谷（2002）はコンサル
テーションのプロセスについて次のようにまとめてい
る。「まずアセスメントを行い、次にコンサルタントか
らコンサルティにアセスメントの結果について伝達をす
る。続いて助言の提示及び話し合いが行われる。助言や
話し合いを踏まえての実際の介入はコンサルティである
保育者によって行われる。介入の実際についてコンサル
タントが立ち会うことは少ないので、一定の介入後に介
入の妥当性について分析やアセスメントを行うことも重
要である。」
　まず子どものアセスメント・心理療法を行う上では、
子どもの成長・発達に役に立つような情報を子どもの中
から多角的に探り出すこと、導き出すことが基本的に必
要である。さらにその情報を子どもにかかわる周囲の人
達が共有できるように伝えなければならない。特に、発
達上の問題が微妙な事例は、医療的なケアよりも、保育
の現場でのかかわりが中心となることから、保育者の、
集団の中での対象児の見つめ方、個別の配慮の仕方、母

親へのかかわり方が重要な軸となる。そこで筆者は、ア
セスメントの一環として、保育者とも共有しやすく、変
化を追いやすく、子ども自身も進んで取り組みやすい描
画、特に人物画を重視して取り入れた。
　そして、子どものアセスメント・心理療法の実践、母
親へのカウンセリングを行う上で、対象児の通う園の保
育者とも希望に応じてコンサルテーションを実施してき
た。保育者へのコンサルテーションを行う際には子ど
もの描いた人物画を中軸に据えた。小林（2014）によれ
ば、自分の身体についてのイメージが形成されていなけ
れば、人物画を描くことはできない。身体意識が形成さ
れていくことで自己意識、そして他者意識も芽生えてい
くため、子どもの「身体意識」「自己意識」「他者意識」
を見て、保育者と共有していくためには、人物画の活用
が有効であると考えたためである。また、人物画という
ツールは、子どもへの負担もなく、一定の介入後の妥当
性を検討するためのアセスメントとしても有効である。
保育者へのコンサルテーションを通し、保育者の子ども
理解を支え、保育者と母親の共通理解を促し、子どもの
日常的な生活の中でのかかわりの工夫について助言し
た。このことが保育者による日頃の保育の在り方にどう
生かされていったか、また保育者による母親支援がどの
ように進み、母親と子どもの関係性が具体的にどのよう
に構築されていったのか、実践事例を取りあげ、検討す
る。さらに、人物画が保育者の子ども理解を促すツール
になり得ること、保育者へのコンサルテーションにおけ
る人物画活用の意義についても明らかにする。

Ⅱ　方法

1．対象事例
　筆者が、子ども、母親、子どもの担任保育者に臨床心
理士としてかかわり、子どもの人物画を含む心理アセス
メント・心理面接を実施したＡ児、Ｂ児の男児２事例１）

を取り上げる。

２．医療機関での面接の枠組みについて
　小児を専門とする総合医療機関の発達外来を受診し、
医師から心理職である筆者に発達アセスメントと母親カ
ウンセリングの指示があった事例である。外来診察の間
隔が事例によってまちまちであるが、その間隔は、子ど
もの成長発達の状況による医師の判断と母親の都合など
によるものであった。発達アセスメントを行う際には子
どものみ個別に行った。母親の入室はアセスメント終了
後で、三者関係の中で母親へのカウンセリングを行っ
た。場所は病院内の心理相談室、面接時間は１回につき
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約 90 分であった。

３．保育者へのコンサルテーションの枠組みについて
　地域の保育園や幼稚園の保育者たちは、その園に在籍
する園児、担当する園児がこの発達外来を受診している
場合、積極的に主治医に意見を求めるなど、連携を取る
ことが自然な流れとなっていた。心理職である筆者に対
しても、心理面接の実施後、心理職からの子どもの状態
の見立てや母親支援に関しての意見を求めるため来院の
上でのコンサルテーションの希望があった。今回取り上
げる事例は、母子の面接を行うごとに、保育者へのコン
サルテーションを、その面接当日か、数日後以内に実施
した事例である。コンサルテーション実施場所は子ど
も・母親の相談室と同じ病院内の心理相談室で、実施時
間は１回につき約 60 分であった。

４．描画活用の方法、手続きについて
　相談室には八つ切りサイズの画用紙、色鉛筆やクレパ
ス等の彩色用具を子どもがすぐに手に取れるように備え
ており、描画を促しやすい環境設定にしていた。幼児が
対象の場合、腕全体を用いるなぐり描きなどの可能性も
あることから、紙が小さすぎることのないよう、八つ切
りサイズの画用紙を用いていた。子どもに発達検査・知
能検査を実施する際には、その実施後に、「絵を描いて
みようか」「お顔を描いてみようか」「人を描いてみよう
か」というさりげない声掛けによって子どもを自然に描
画に誘導した。対象２事例は発達的な難しさのある幼児
であり、人物画はグッドイナフ人物画知能検査としての
厳密な設定や教示を行ったものではなく、自然に遊びの
一環として促した描画表現としての人物画であるが、参
考としてグッドイナフの分析（1977 年版）に当てはめ
て得点化した。玩具類も備えており、描画後には玩具を
通して遊びながらコミュニケーションを試みた。子ども
のアセスメントの所要時間は、母子面接 90 分のうちの
約 50 分程度であった。
　
５．分析方法
　各回のアセスメント記録、面接記録を整理して分析し
た。具体的には、事例ごとに、面接を行った回別に整理
し、各回の内容を①発達検査・知能検査と子どもの様
子、②描画と所見、③母親面接、④保育者へのコンサル
テーションに整理した。さらに事例ごとに整理した内容
をまとめ、人物画の活用がもたらした意義について検討
した。

Ⅲ　事例

１．Ａ（男児）
［主訴］　言葉の遅れ、指示が通りにくい、マイペースに
動き回る、等。

［家庭環境と生育歴など］　両親と３歳下の妹との４人家
族。父親は会社員で母親は専業主婦。近くに農業を営む
母方祖父母宅があり、祖父母とのかかわりも多くある状
況であった。Ａは生まれた時から１歳６カ月頃までは、
特に発達に関して指摘されたことなどはなかったとのこ
とであった。保健センターでの１歳６カ月健診にて言葉
の遅れを指摘され、保健センター主催の月に１回開催さ
れる母子通園グループで経過観察がなされていた。３歳
を過ぎ、言葉の遅れや物へのこだわりや、かかわりにく
さが改善されないことから、保健センターの保健師より
発達外来へ紹介されてきた。幼稚園には発達に関して保
健センターや医療機関でフォロー中であることを伝えた
上で入園した。

［面接］
（１）第一回　３歳８カ月
①　発達検査・知能検査の結果とＡの様子
田中ビネー式知能検査
CA：３歳８カ月　
MA：２歳９カ月　１歳級は全合格、２歳級は「動物の
見わけ」「語い（物）」「ご石の分類」「語い（絵）」「縦の
線を引く」「ひもとおし」「用途による物の指示」「トン
ネルつくり」「絵の組み合わせ」が合格。
IQ：75
　Ａは筆者からの検査上の問いかけに対してはスムーズ
に答えることができた。母親からの主訴として「指示の
通りにくさ」があったが、知能検査実施に当たって、や
りとりを進める上で筆者との関係では柔軟性を感じ、母
親の述べた主訴と若干相違があるように思われた。この
ことは、最近になって急速に柔軟性が出てきているとい
うことなのではないかと推測した。これまでの発達状況
を考慮すると認知的な難しさのリスクは否定できないた
め、今後も発達の節目において詳しく知的状況を見てい
くことと、他者との関係性をどのように深く豊かに築い
ていくことができるのか、その辺りをポイントに今後の
発達を慎重に見守っていく必要があると考えた。
②　描画と所見
　Ａの第一回の描画を図１に示した。紙面全体をしっか
りと視野に入れて、その枠をいっぱいに用いて安定した
円を描くことができた。さらに、円の中に何かを意図的
に、丁寧に描こうとしている様子も見受けられた。筆者
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の「お顔を描いてみようか」という声かけを受けての表
現であり、いずれかが顔のパーツなどであることは十分
考えられるが、特定するのは困難であり、Ａからの明確
な説明は得ていないため、DAM の数値化はしていない。
しかし、Ａが描こうとしたものをイメージしながら自己
統制し、集中して形に表現していったものとして、表れ
てきているＡの内的成長が示唆されるものと解釈した。
③　母親との面接
　最近になってやっと表出言語が少しずつ出てきたこと
で、以前よりはコミュニケーションが取りやすくなった
面はあること、しかし表面的なレベルのみで深まりにく
く、一方通行にもなりやすいこと、すぐに違う方向へ気
がそれることなどが母親から語られた。目に入ったもの
が気になり、遠くであっても走って行って気になったも
のを触って確かめようとするなど多動になりやすく、母
親は後ろから追いかけることが多い状況であった。身体
のコントロールは心のコントロールのためにも重要であ
ることを母親に伝え、視覚的刺激が優先になりやすいＡ
には、抱っこをしてあげながら読み聞かせや素話などの
五感を駆使できる体験の重視を勧めた。これまでも抱っ
こをして読み聞かせをするなど試しても上手くいかな
かったことがあり、密度の濃いかかわりに否定的なイ
メージがある母親であったが、図１の描画を見てもら
い、Ａに備わってきている安定感と体験が形として表わ
れ始めている様子を共有し、昨日できなかったことも今
日はできるかもしれないこと、固定的にＡをとらえず、
常に成長していっていることを念頭に入れてＡにかか
わっていって欲しいことを伝えた。
④　保育者へのコンサルテーション
　幼稚園に入園後半年が経過した時期であったが、他児

達と比べて理解が遅く、運動会の練習において、パニッ
クを起こすなど難しさが目立っていることが保育者より
語られた。筆者は、図１の描画を保育者と共有しなが
ら、推測できる自己統制力と集中力を踏まえ、Ａは与え
られたことに柔軟に対応することは難しいかもしれない
が、目の前のことに興味を持つことができるよう、狭い
範囲の一つ一つのことを具体的にわかりやすく提示して
あげるならば、その物事に集中力を発揮し、何らかの能
力の獲得にもつながると思われることを助言した。ま
た、人の顔が明確に描かれるようになる前段階であるこ
とが推測できたことから、しっかりと目線を合わせて、
一対一でやりとりを深めたり、身体への意識が明確にな
るよう、スキンシップを多く取り入れていく活動を、園
でもまた家庭においても重視することの大切さを伝え
た。五感を重視したかかわりを母親にも勧めていること
を保育者に伝えたところ、保育者からは五感を重視した
遊び方のヒントとなるような助言を母親にしたいと返答
があった。さらに日々の保育の中でも、クラスの子ども
たち全体に五感を用いた活動の展開を促し、物に頼らず
身体全体を用いた簡単な遊び、例えば身体の動きを真似
し合って遊ぶゲームなどから始め、Ａと他の子どもたち
との自然なかかわり合いも増えるよう介入していきたい
ことが語られた。

（２）第二回　４歳６カ月時
①　発達検査・知能検査の結果とＡの様子
田中ビネー式知能検査
CA：４歳６カ月
MA：３歳９カ月　１歳級は全合格、２歳級は「簡単な
命令の実行」以外は合格、３歳級は「語い」「小鳥の絵の
完成」「理解」「数概念」「物の選択」「３数詞の復唱」が
合格、４歳級は「長方形の組み合わせ」「迷路」が合格。
IQ：83
　４歳級の「長方形の組み合わせ」に通過し、さらに４
歳級の「数概念」は２回目に数える際、あやふやになっ
てしまって結果は不合格ではあったが、１回目は 13 個
のご石を正しく数えることができた。さらに、抽象的な
言語表現でコミュニケーションを交わしたりすることが
上手になってくるなど、全般的な問題処理能力が生かさ
れるようになってきていた。しかし、性格的に非常に内
弁慶であり、自分を安心して表現するまでに時間がか
かっている様子がうかがえ、面接時間の始めと終わりで
は自己表現の在り方に大きな違いが見られた。また、Ａ
の情緒的反応の様子から、場の雰囲気や他者の表情や言
語的・非言語的反応の微妙なニュアンスを読み取ったり
することの苦手さがうかがえた。

図１　Ａの描画①　CA：３歳８カ月
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②　描画と所見
　第二回（CA：４歳６カ月）の描画を図２に示した。
DAM-MA は４歳１カ月、DAM-IQ は 91 であった。人
の顔が明確に描かれるようになり、足（Ａ自身の説明）
も描かれるようになった。また、Ａは、中央の特別大き
な緑色で描かれた顔の人を「Ａくん（自分）」であると
言い、周りの小さなたくさんの人の絵は「お友達」と表
現した。１回目の母親との面接、保育者へのコンサル
テーションを通し、Ａへの配慮がなされたことにより、
Ａは自己の身体意識を形成していき、自己意識が明確に
なってきていることが描画に表れていると思われた。周
囲に描かれている人たちにより、Ａが自分の周りにいる
友達をしっかりと意識していることが推測できるが、こ
れは周囲が自分に脅威を与えているというようなマイナ
スの印象ではなく、常に共に過ごしている他児達を受け
入れ、他者と共にある自己をとらえているからこその表
現であるのではないかと解釈した。
③　母親との面接
　日常的にも家の外では大きく緊張して過ごしている
分、家の中では母親に持って行き場のない感情をぶつけ
がちとなるようで、母親にもＡのそうした事情は理解で
きても対応の難しさに戸惑いの気持ちが大きくなってし
まうということが語られた。また、他者の微妙な反応な
どを読み取りにくい面があることが、周囲がＡとの関係
性を築きにくく、相互作用に難しさが生じる要因となっ
ていると、母親は心配していた。筆者は、図２の描画を
母親に提示し、人の姿を描出することができるようにな
り、周りの人に囲まれているＡの表現から、Ａは、すぐ
には周りの子どもたちとスムーズに関係を築くことはで
きないかもしれないが、意識をしていることそのものに
意味があること、さらにはＡが自分の周囲の人たちを受
け入れようとしていることにも注目すべきであろうと話
した。そして、他者との関係を個別にしっかりと結んで
いく経験等を通して相手に対しての情緒的感性を培い、

言葉や行動、遊びによるコミュニケーションが深くなさ
れ真の交流が可能となっていくことが今後の目標であろ
うと、母親に伝えた。
④　保育者へのコンサルテーション
　保育場面では無表情で周辺をうろうろして過ごしてい
ることが多く、Ａの感情が読み取りにくいことが保育者
から語られた。家庭においては、物事の順序や物への接
し方などにＡなりのこだわりがあり、それが思うように
できない時には家族に対して思い切り苛立ちをぶつける
ことが多い時期であったため、それを保育者に伝えた。
保育者は、Ａは集団場面ではこだわりなども一生懸命制
御しようとしているのかもしれない、Ａの苦しさを受け
止めたいと語った。Ａは年中児クラスであり、他の子ど
もたちの運動面・精神面の成長が著しい時期であり、一
層の活発な動き、言葉でのやりとりの複雑化、微妙な表
情の読み取りによるコミュニケーション、これらが急激
に進む中での他児達とＡの成長度合いの差がより出てき
ていることが推測されるということを筆者は保育者に話
し、共有した。また筆者は、保育者にＡが描いた図２の
描画を提示し、自分の周囲に支えてくれる存在を感じ、
他者と共に過ごす日常を基盤のところでは受け入れるこ
とができているＡの様子が読み取れ、今の在り方を継続
すると共に、個別的なかかわりによって、Ａが自分自身
のペースでの歩みを、自信を失わず進めていくことがで
きるようにする必要性を伝えた。

（３）第三回　４歳 11 カ月時
①　発達検査・知能検査の結果とＡの様子
　母親からの希望により心理面接実施となったため、発
達検査・知能検査は実施していない。
②　描画と所見
　第三回（CA：４歳 11 カ月）の描画を図３に示した。
DAM-MA は４歳４カ月、DAM-IQ は 88 であった。真
ん中の人は「Ａくん」、周囲の人は「お友達」と表現し

図２　Ａの描画②　CA：４歳６カ月 図３　Ａの描画③　CA：４歳 11 カ月
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た。人の顔の目の中に、瞳が描かれ、第二回の面接時よ
りも、自信がついたことが表れている描画であった。周
囲に描かれた人の数もしぼられたことから、より落ち着
いて周囲をとらえ、固定化した友達も少しでき始めてい
るのではないかという様子が感じられる描画であった。
③　母親との面接
　家庭においては、テレビやビデオの視聴が中心になら
ないように、家族で潮干狩りや山菜取りなど、戸外で楽
しめるような時間を持つよう心掛けていることが母親か
ら語られた。これまでに筆者から身体全体を意識的に動
かす活動の大切さなどを伝えてきたが、運動が苦手なＡ
の様子や両親の趣向などから、可能な範囲で工夫をさ
れ、潮干狩りや山菜取りという自然との触れ合いを大切
にされていた。こうした五感を用いた豊かな生活体験は
Ａにとって大変好ましいと思われることを母親に伝え、
図３の描画にも、生き生きとしたＡの生の実感が表れて
きている印象があることを共有した。
④　保育者へのコンサルテーション
　保育者から、Ａがクラスの中でお当番をつとめる際、
お友達の前に立つことに抵抗が少なくなり、大きな声を
出すことができるようになってきたこと、注目を浴びて
も嫌がらずにお当番のつとめを最後までやり遂げられる
ようになっているという報告があった。しかし、年中児
クラスの発表会が近づいているということで、合奏にお
けるＡへの配慮や指導について不安が語られた。図３の
描画により、目の中に瞳が描かれ、少しずつ自信がつい
てきている様子がうかがえること、お友達と共に過ごす
ことを前向きに受け入れることができている印象の表現
を共有しながら話し合った。その中で、複数の人数で担
当する、単純なリズムをとる楽器ならチャレンジができ
るのではないかと保育者が思っていることが語られた。
その考えを筆者は受容し、楽器の指導として、手を取っ

て教える具体的な手法が望ましいということと、一つ一
つを、楽しさと、できる満足感を味わうことができるよ
うにすすめていくというポイントを確認した。

（４）第四回　５歳６カ月時
①　発達検査・知能検査の結果とＡの様子
田中ビネー式知能検査
CA：５歳６カ月
MA：４歳９カ月　１歳級・２歳級は全合格、３歳級は

「数概念」以外全合格、４歳級は「順序の記憶」「長方形
の組み合わせ」「迷路」が合格、５歳級は「数概念」「絵
の欠所発見」が合格。
IQ：86
CA：５歳６カ月の WPPSI 知能診断検査の結果を図４
に示した。
　WPPSI 知能診断検査においては、VIQ73、PIQ80、
FIQ71 であった。下位検査項目「文章」でとりわけ低
い点数となっている。これは文章の復唱課題であるが、
合格した課題は「ぼくのうち」「うまはおおきい」「ぼく
たちはよるねる」のみであった。田中ビネー式知能検査
においては３歳級の文の記憶「こいがおよいでいます」
に合格しているが、４歳級・５歳級では文を復唱する課
題はなく、理解や反対類推の言語課題は不合格であっ
た。しかし、５歳級の数概念、絵の欠所発見に合格し
たこともあり、田中ビネー式知能検査の IQ は WPPSI
の FIQ よりも高く算出されることとなった。視覚的な
情報がない状態で、耳でしっかりと情報を受け取ること
の苦手さが検査でも見え、聞かなければいけない状態に
置かれた時のＡの不安も検査を通し感じ取ることができ
た。しかし、検査後のリラックスした状態では、コミュ
ニケーションに少しずつだが確実に進展がみられるよう
になってきている様子も表れた。例えば、これまで苦手

図４　Ａ児　５歳６カ月時　WPPSI 知能診断検査結果
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であった、体験したことのお話（いつ・誰が・どこで・
どうした）等も、とてもわかりやすく、自発的にするこ
とができたりした。視覚的な情報が入りやすく、その刺
激にすぐに反応し、注意集中が困難となる傾向も以前に
はあったが、こうした点もかなり改善され、一つの課題
にもじっくりと真剣に取り組むという姿勢が個別場面で
は安定して見られるようにもなってきた。
②　描画と所見
　図５に CA：５歳７カ月の描画を示した。DAM-MA
は４歳６カ月、DAM-IQ は 81 であった。真ん中に「Ａ
くん」、周囲にはまた３人の人、「お友達」が描かれた。
第三回の面接時よりもさらに瞳がしっかりと描かれるよ
うになった。さらに今回は周囲の３人全員にもしっかり
と瞳が描かれ、他者に対する意識もより一層明確になっ
た様子がうかがえた。
③　母親との面接
　母親は、集団の中での比較から、Ａが他児達のような
理解力がなく、いつも人の後をついていっていること、
とんちんかんな受け答えをすること、微妙なこだわりも
残っていることなど、就学を控えていることもあり不安
であることを吐露された。筆者は、Ａの、特にコミュニ
ケーションを中心とした難しさ・ぎこちなさは残って
いることも確かであることを母親と共有した。その上
で、Ａは周りを見ることができるようになっているから
こそ、自分の苦手な部分を意識することも多くなってお
り、不安も生じやすい状態であることから、緊張を生じ
させることのないよう、できるだけ安心して自己を発揮
する場面を大切にする日々をこれまで同様に送ることが
重要であると伝えた。さらに他者との関係性において柔
軟な適応力が身に付いていくよう、引き続き見守り支援
していく必要があると助言した。しかし、図５の描画に
表現されているように、ＡがＡのペースでは確実に成長
しており、しっかりと自信を持って前を見据えている姿
を、他児と比べず見ていくことも大切であることも母親

に伝えた。母親は、Ａを他児達と比べるべきではないと
わかっていながらも、つい比較しては落ち込んでしまう
こと、だからこそ、時々心理面接を受けることによっ
て、Ａらしい成長・発達を確認できること、そして知ら
ず知らず他児達と比べてしまう自分に気付くことができ
ることがありがたいと語った。
④　保育者へのコンサルテーション
　年長児クラスとなり、就学へ向けて保護者とどのよう
に話し合いを進めてアドバイスをしていけばよいか、保
育者の戸惑いが語られた。知的発達面においての微妙な
難しさは知能検査の結果からもうかがえるが、図５の描
画からは、情緒面のある程度の安定感と他者との関係性
の中で切磋琢磨していきながら成長していくことので
きる力も感じられることを共有した。また、WPPSI の
PIQ が 80、DAM-IQ が 81 と、非言語性側面、視覚的
情報の処理の側面には比較的力が発揮されやすいこと、
反面、言語性の側面においてはまだまだ困難さがあり、
自己表出面でＡ自身が困り感を抱く可能性は高く、発達
上のアンバランスさを視野に入れて個別の支援を受ける
体制を整えていく必要性について助言した。

（５）Ａの事例の経過のまとめ
　第一回の時点でのＡは、田中ビネー式知能検査におい
て約１年の遅れが見られたように、幼稚園の同年齢の子
どもたちとの間に発達上の差があり、加えて微妙なこだ
わりがあったり、マイペースで多動気味であったりと、
母親の不安が大きくなっている時期であった。検査結果
の数値のみに着目するならば、Ａに見られる遅れが明確
になるだけであったかもしれないが、図１の描画表現を
大切にとらえ、Ａに芽生えている安定感、自己統制力、
集中力などを読み取ることで、母親、保育者と共にＡの
伸びつつある状態像を前向きにとらえることにつながっ
た。保育者には、多くの園児の中の一人のＡではある
が、Ａの、短い時間であれば集中力を発揮できる力の活
用も踏まえ、瞬時のかかわりを重視し、しっかりと目を
合わせ、Ａにわかるように個別に具体的な声をかけるこ
と、その際にできるだけ手をつないだり、肩に手を置く
などのスキンシップをとることを助言した。また、Ａが
他児達とも自然にかかわったり、真似たり、身体に触れ
合ったりを楽しくできるように、自由遊びの際に保育者
が積極的に介入してＡと他の子どもたちをつなぐこと、
設定保育の際にも、物を使うことの重視ではなく、身体
全体を使うこと、子どもたち同士がかかわりあうことを
重視した保育を展開していく提案をした。保育者は、積
極的に筆者の助言や提案を受け入れて保育の工夫をし、
さらに実践していることをヒントに母親にも家庭でのか図５　Ａの描画④　CA：５歳７カ月
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かわり方、一対一での遊び方についてアドバイスをし
た。母親は、毎日の幼稚園への送迎時にＡに対する保育
者の熱心な個別のかかわりの実際と日々のＡの変化を目
にし、言葉でも家庭でのかかわりのアドバイスを具体的
にもらうことによって、不安は抱えながらもしっかりと
Ａに向き合い、母親にできるスキンシップなどの実践を
継続していった。
　第二回には、図２の描画に人の姿が明確に表現され
た。これは、第一回以降、保育の現場で保育者がＡの状
況を考慮して積極的に身体意識を高めていくための保育
の工夫、そしてクラスの他児達との身体的触れ合いを中
心としたかかわり合いへの介入をしていったことがＡの
中でしっかりと熟成されていき、自己意識・他者意識に
つながってきたことの表われであるととらえられた。母
親に対しても保育者に対しても、筆者が同じ図２の描画
からＡの成長発達の状況を説明したことから、母親と保
育者はＡの状態像、友達との関係性のイメージなどを共
有することができ、スムーズな連携でＡへのかかわりを
継続することができた。保育者は保育の専門家として、
五感を活用した遊びの工夫や、Ａを含めた子どもたち皆
が楽しく自然に身体を動かし、周りの友達とかかわり合
うことができるような活動を考えて積極的に日常の保育
に取り入れると共に、Ａが喜んで遊んだ活動を母親に丁
寧に伝えたり、母親がＡとの触れ合いを実践できる遊び
の方法を継続的に伝授した。
　第三回には、母親から、家庭における自然体験などの
充実した生活の様子が語られたが、根底には、保育者が
母子の関係性が上手く構築されていくよう、遊び方の伝
授などを具体的に行ったことで、安定した母子関係が築
かれ、母親自身も自然にＡとの時間を楽しむことができ
るようになったことの表れであるのではないかと思われ
た。図３の描画には人の顔の目の中に瞳が表現された
が、この一歩の成長にしっかりと着目したいと考え、母
親とも保育者とも共有し、Ａの成長を確認した。また、
瞳の表現だけではなく、「Ａくん」と「お友達」という、
図２よりもさらに「お友達」との個人的な関係ができつ
つある印象の表現にも目を向け、日頃の園生活の中で
の、周囲の友達との触れ合いを重視したかかわりは、少
しずつ実を結び始めているのではないかという理解を
し、保育者に伝えた。言葉によるコミュニケーションに
おいては難しさがあるＡであり、お友達と積極的にかか
わっているといった印象も与えないため、保育者にはＡ
にとっての周囲の子どもたちの存在の意味がつかみにく
かった様子であったが、図３の描画表現を通して、保育
者にＡにとっての周囲の子どもたちの存在の大きさ、重
要さが伝わり、保育者として自信を持って、それまでの

かかわり方を継続していこうという思いを持つことがで
きたようであった。
　第四回には、就学を控えている時期であり、小学校へ
橋渡しをする役目のある保育者にとって、また、就学へ
向けて教育委員会とも話し合いをする母親にとっても、
一層Ａに関する多角的な情報と、保育者と母親双方の情
報の共有が重要となっていた。図５の描画には、Ａの、
周囲の友達と安定した関係を築きつつあり、自信を持っ
て日々の集団生活を送ることができる力を表す一つの重
要なツールとして、母親と保育者は着目し、今後の見通
しを共通理解することができた。就学に向けての方向性
としては、地域の小学校の通常学級への入学と、特定の
時間のみ通級指導教室での個別指導を受けるということ
で母親と保育者側で一本化し希望を示す流れとなった。

２．Ｂ（男児）
［主訴］こだわりが強く、友達関係がうまく築けず、ト
ラブルが多い。

［家庭環境と生育歴など］両親と３歳下の妹との４人家
族。父方の実家が自営業をしており、父親は毎日実家で
ある父方両親宅に仕事に出かけており、母親も育児の合
間に手伝いに行っていたため、生後９カ月で一度保育園
に入園した。熱ばかり出すので退園し、しばらく（父
方）祖母が面倒を見ていた。２歳時にまた保育園に入園
した。弱視（右目 0.1、左目 2.0）のため眼鏡で矯正して
いる。集団遊びには入りにくく、友達とのかかわりの持
ち方が下手。３歳の頃、半年間ぐらい、黒い服に強いこ
だわりがあった。その後も黒いものへのこだわりは続い
ている。保育園で友達とトラブルが多く、こだわりがあ
る面なども含め、専門医を受診して相談することを保育
園から勧められて来院した。

［面接］
（１）第一回　６歳５カ月時
①　発達検査・知能検査の結果とＢの様子
CA：６歳５カ月の WISC-Ⅲ知能検査の結果を図６に示
した。
　WISC-Ⅲ 知 能 検査 の 結 果 は、VIQ100、PIQ86、
FIQ93 であった。Ｂは硬い表情で、落ち着かない様子
であったが、面接室の玩具に恐竜の人形を見つけるとす
ぐにそれを手にし、振り回していた。恐竜の人形二体を
両方の手にして、吠えながら戦わせる際には没頭し、筆
者の呼びかけにもすぐにはなかなか反応できない様子で
あった。恐竜でしばらく遊んで落ち着いた後で検査を実
施し、検査にはきちんと対応することができた。言語性
検査項目では「類似」「理解」「数唱」に見られるように
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高い力を発揮できる項目が目立った。動作性検査項目に
おいては、一生懸命取り組んでいたが、その分、処理に
時間がかかって点数に結びつきにくかった。
②　描画と所見
　図７に CA：６歳５カ月の描画①の人物画を、図８に
描画②の人物画を示した。図７、図８共に DAM-MA
は４歳４カ月、DAM-IQ は 68 であった。図９は、図７
と図８の後に描いた自由画である。最初に描いた図７に
ついて尋ねると、「Ｍちゃん（妹）」を描いたことを説明
した。これを受け、筆者が「今度は男の子を描いてみよ
うか」と声をかけた後、Ｂが描いたのが図８で、「おい

ら（自分）」だということであった。図７と図８の後、
自ら進んで図９を描いた。Ｂは図９を「ティラノザウル
ス」（恐竜）と説明した。図７、図８の人物画のボディ
イメージは小さく弱く不確かな様子が見られたが、図９
の恐竜の絵は大胆で生き生きと描かれた。また、最初に
描いた人物画が「妹」であり、さらに促した後で「自
分」が描かれたことは、家族の中で妹が優先されている
ことをＢも受け入れ、自分を注目して欲しいといった思
いを一生懸命封印しているのではないかと推測した。
　WISC-Ⅲ知能検査の結果で、VIQ より PIQ が 14 低
く、発達上のアンバランスさが見られたが、DAM-MA

図６　　Ｂ児　６歳５カ月時　　WISC-Ⅲ知能検査結果

図７　Ｂ児の描画①　CA：６歳５カ月
「Ｍちゃん（妹）」

図８　Ｂ児の描画②　CA：６歳５カ月
「おいら（自分）」
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では 68 と、WISC-Ⅲの PIQ よりさらに低い値となり、
Ｂの中での動作的、操作的、視覚的領域の問題処理の難
しさ、困り感を想定して支えていくことの必要性が感じ
られた。
③　母親との面接
　Ｂは興味が限定されやすく、自分が興味を持った物に
強く没入し、周囲の様子や言動には無頓着に見えること
から、母親は関係性の難しさを感じている様子であっ
た。黒ばかり好んで着たり、自分自身がまるで恐竜であ
るかのように吠える声を上げたり、あるいは他者に噛み
ついたりすることから、母親はＢを受け入れにくくなっ
ている様子であった。聞き分けのよい３歳下の妹の方ば
かり母親が可愛がるような状態になっていることが語ら
れた。筆者は、母親に対し、検査全般の所見を踏まえ、
Ｂの性質と、これまでの養育環境との相互作用による結
果である現在の状態について、図７、図８、図９の描画
を提示して説明した。母親は、保育園では他児達に対し
攻撃的であるＢが、妹には手を出さないのは、母親であ
る自分の目を強く意識しているせいではないかと思いを
巡らせていた。また、Ｂは日頃は恐竜の絵しか描かない
が、人物画を描こうと精一杯表現していることを認めた
上で、Ｂは「恐竜の化身」のようだと母親は語った。心
理面接においては、対人関係面を中心に、難しさが積み
重なり複雑な悪循環を産み出していってしまうことのな
いように、情緒的安定への支援、特に母子の関係性の構
築への支援が重要であると考えた。
④　保育者へのコンサルテーション
　保育者から、Ｂはこだわりが強くあり、恐竜などの特
定のおもちゃでしか遊ばないこと、お気に入りのおも
ちゃを他児が使っていたら無理やりに奪ってしまった
り、おもちゃを取り上げるためであれば他児を突き飛ば
したり噛みついたりしてしまうことが語られた。筆者
は、Ｂは言語性の側面においてはほぼ年齢相応の力を発

揮することができているが、非言語性の側面においては
十分柔軟性を持って力を発揮することは難しく、問題処
理に課題を抱えていることを知能検査の結果と描画を提
示した上で説明した。片目の弱視の問題も絡んでいる
が、眼鏡で矯正されており、現時点においては認知面に
影響は考えにくいという主治医の見解をもらっていたた
め、これも共有した。母子関係には難しさが生じてお
り、母親にとっては自分ではなく妹の方がまず重要な存
在なのではないかとＢには認識されている可能性もある
こと、Ｂは自分が恐竜であるかのように没頭しているの
には、逃避の意味合いもあるのではないかと、描画を通
して考えられる見解を保育者に伝え、Ｂへの理解と母子
関係への支援の実際を求めた。Ｂにまず必要であること
は、母親にしっかりと注目してもらうこと、あたたかな
視線が注がれ、身体的にもスキンシップなど基本的なか
かわりを得ることによって自己に対する意識が明確に
なっていくことであるということを伝え、日々の母子支
援に生かしていくよう、助言した。
　また、Ｂのボディイメージが形成されていないことに
も着目し、自己や他者の意識を明確化させていくために
も身体全体をしっかりと意識していくことができるよう
な保育活動を日常的に取り入れていくことの重要性を伝
えた。保育者は、年長児クラスでは得手不得手の意識や
好き嫌いがかなり表れてきており、不得手であったり嫌
いという先入観がある活動には取り組みにくくなってい
る子どもが目立つという状況を振り返り、子どもたち一
人一人がいかに楽しさを味わいながら、意欲的に身体全
体を用いた活動に取り組むことができるかを模索した。
筆者は、身体全体を用いる気軽な遊びのイメージで、Ｂ
にも他児達にもハードルの低いものからでよいこと、否
定的なイメージを無くし、肯定的なイメージで身体全体
を用いるよう、継続的に計画することを勧めた。昔から
伝わってきているような、物を用いず、身体のみで遊ぶ
遊び、わらべうたを軸とした遊び（例えば、かごめかご
め、だるまさんがころんだ、おしくらまんじゅう等々）
を、一つの方向からのアイディアとして提示した。

（２）第二回　６歳７カ月時
①　発達検査・知能検査の結果とＢの様子
　前回から２カ月しか経っておらず、経過観察を目的と
した心理面接であったため、発達検査・知能検査は実施
していない。
②　描画と所見
　図 10 に６歳７カ月時の描画④の人物画を、図 11 に描
画⑤の人物画を示した。図 10 の DAM-MA は５歳２カ
月、DAM-IQ は 78、図 11 の DAM-MA は５歳５カ月、

図９　Ｂ児の描画③　CA：６歳５カ月
「ティラノザウルス」
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DAM-IQ は 82 であった。図 12 は、図 10 と図 11 の後
に描いた自由画である。第一回に比べて、図 10、図 11、
図 12 共に、大きく生き生きと描かれた。人物画は初回
時と同じくまず「Ｍちゃん（妹）」（図 10）、次にＢから
進んで２枚目の人物画、「おいら（自分）」（図 11）を描
いた。さらに自ら図 12 の「恐竜」を描いた。初回時の
流れを覚えていて、同じ流れで描いたとも言えるが、筆
者としては、「人」というのはＢにとって少し距離のあ
る存在のイメージであり、２枚目「おいら（自分）」、３
枚目「恐竜」と、徐々に自分自身に向かう方向であった
のではないかと感じられた。図 10、図 11、図 12 と進む
ごとに描画への取り組みが生き生きとしてきて、特に図
12 では本当に伸び伸びと溌溂として、楽しそうに描く

様子が印象的であった。　
③　母親との面接
　保育所への送迎時に、保育者から、他児とのトラブル
の話を聞くことが少なくなって、Ｂがその日、頑張った
ことや良い面を聞くことが増え、母親にとって保育所へ
行くことが苦痛ではなくなってきたことが語られる。ま
た、保育者から、Ｂとのかかわりにおけるヒントとし
て、何かを話してあげる時には両手を持って目を見て話
しをすることや、肩に手を置いて話すことなど、保育場
面でも実践されていることを聞いたので、家でできるだ
け心がけていることが報告された。また、乳児期から、
夫の母親である姑がＢを世話することが多く、Ｂのこと
に関して、姑が何かと口を出してきていたこと、Ｂのこ
だわりのある面なども、母親である自分の責任であるよ
うに言われたりして、なんとなくＢに対して否定的な感
情が起こりやすくなっていたことなどの振り返りがなさ
れた。こうした振り返りは、母親の中で頑なになってい
たＢへの感情が紐解かれていく段階の表れであると解釈
できたため、筆者は丁寧に受容し、母親のこれまで抱え
てきた思いに共感した。
　筆者は、図 10、図 11、図 12 を提示し、初回時から２
カ月の間の母親のＢへの心配りが、しっかりとＢの中に
浸透し、「自分」を意識し、そして恐竜の世界もより生
き生きと描くことができるようになったのではないか、
Ｂが自分を恐竜に投影させているとしても、それが図
12 のように伸び伸びと描かれることはＢの前向きなエ
ネルギーの表れであるとも言えるのではないか、という
所見を伝えた。母親は、前回のＢの描画が強く頭に残っ
ており、人とのかかわりが重要であると考えて、少しで
も密度の濃いかかわりをしてきたつもりであるが、今回
の描画を見て、Ｂが良い方向へ進んでいることが実感で
きることを語った。しかし、今の状態で、小学校へ上っ
てから、新しく出会う友達と上手くかかわっていくこと

図 12　Ｂ児の描画⑥　CA：６歳７カ月
「恐竜」

図 10　Ｂ児の描画④　CA：６歳７カ月
「Ｍちゃん（妹）」

図 11　Ｂ児の描画⑤　CA：６歳７カ月
「おいら（自分）」



保育者へのコンサルテーションにおける子どもの人物画の有効性

− 108 − − 109 −

ができるのか、周囲に受け入れられるのか、不安である
旨も語られたため、筆者は、保育者が集団の中でのＢへ
の個別の対応についてはしっかりと小学校へ橋渡しをし
てくれるので、保育者と十分に話し合い、母親の不安や
希望等を伝えておくことが重要であると助言した。
④　保育者へのコンサルテーション
　保育者から、母親の、Ｂを見る表情が柔らかくなって
きたこと、さらに母親は保育者に対しても以前あったよ
うな殻を取り外し、積極的にコミュニケーションをとっ
てくれるようになったことが話された。また、母親か
ら、Ｂのことを抱っこしたりすることが少なかったこ
と、抱っこをすることに抵抗があったことが保育者に語
られ、何とかしなければという思いはあってもなんとな
く難しいままであったが、保育者から手や肩に日常的に
触れてみることの実践のアドバイスをもらい、これなら
ばできそうに思ってチャレンジすることができた、だん
だんとＢに触れることが自然にできるようになってき
た、という思いが吐露されたと報告があった。保育場面
では、身体全体を用いた活動を意識した上で、否定的イ
メージを持っている子どもたちにも無理なく楽しく取り
組むことができるよう、ハードルを低くし、わらべうた
を中心とした身体遊びや、仲間で集まってこそ楽しく遊
べる遊びを日々の中に折り込み、物を用いるのではな
く、自然に生身の人と人が直接触れ合う遊びを日常的に
取り入れているということであった。この取り組みによ
りＢが恐竜など特定のおもちゃを手にしなくても落ち着
いている場面が増えており、他児達との間でトラブルを
起こすことも減り、保育者が提示する歌遊び手遊びをリ
ラックスして真似て楽しむ姿が見られるようになって
きたことも語られた。筆者は図 10、図 11、図 12 を提示
し、前回よりも人間らしいボディイメージが表現され、
自信も感じられる描画から、日頃の保育の取り組みや母
親への支援も徐々にＢの柔軟な発達において効果が表れ
てきていることを確認した。
　一方で、保育者は、就学を控えている時期であるが、
いまだＢの対人関係面での柔軟さが十分には身について
いないことに不安を抱いていた。筆者は、描画からも、
Ｂが少しずつ安定し、自己意識を明確にし始めている様
子が見られるが、まだまだ途上であると思われることを
説明した。そして、今後も引き続き母子関係への支援は
重要であること、その上で安定して友達関係も築いてい
くことができるよう、保育場面での工夫や介入を継続
し、その実践を小学校へ具体的に報告し橋渡しをするこ
とを助言した。
　

（３）Ｂの事例の経過のまとめ
　第一回のＢは、面接場面においても硬い表情で、落ち
着かず、面接室にあった恐竜の人形を手にしてひたすら
それを振り回したり、二つの恐竜人形を戦わせること
で、自分の世界に入り、自分で自分をコントロールして
いるかに感じられた。母親は、保育園での他児達との関
係についての不安と、発達上の問題についての不安を抱
えていたが、合わせて母親自身、Ｂを受け入れることが
できず、それをどうにかしなければならないとわかって
いてもどうしていいかわからないというもどかしさも抱
えていた。Ｂを見る表情は硬く、無表情な印象であっ
た。Ｂも母親も、お互いが向き合い、情緒的な交流を深
め、安心感を抱くことを求めていながら、素直に表現
することができず、ぎくしゃくし、悪循環を呈してい
た。この両者の関係性をつなぐ貴重な情報となったのが
図７～図９の描画であった。特にＢが人物画としてま
ず「妹」を描いたことは、筆者と多くの言葉を交わさな
くても、母親にとっては、手がかからず聞き分けのよい
下の子ばかり可愛がり、Ｂを遠ざけてしまっていたとい
う、自分と二人の子どもたちとの関係の在り方に思いを
巡らせる、大切な情報となったのではないだろうか。ま
た、特に図７、図８の人物画はＢの発達上のアンバラン
スさについても物語る表現であった。母親にとって、言
葉の遅れもなく、むしろ大人びた言い回しなどもできる
Ｂは、何でもわかっているはず、できるはずなのに行動
が伴わない、という印象となっていたが、図７、図８の
描画で、不器用でボディイメージに乏しく、思うように
行動に移すことができないＢ、そして自分自身の身体像
をも確立できず、縮こまっているＢの苦しさを推測でき
たようであった。
　さらに保育者が同じ描画を共有し、Ｂの状態像と共に
母親がＢをどうとらえたか的確に把握することによっ
て、母親がＢに直接的にかかわっていく上でヒントにな
るスキンシップの取り方や遊び方についてより詳しくア
ドバイスすることができた。保育者はコンサルテーショ
ンを行うまでは、Ｂが他児達に対して衝動的にふるまう
ことが多いことで、対応に戸惑いを感じていた。筆者は
Ｂの身体意識の乏しさについて描画を通して説明し、身
体意識が確立していない状態では自己の身体と心のコン
トロールが難しいこと、他者との関係性も上手く築くこ
とができないことなどを伝えた。そして、日頃の保育の
中で、他児達と共に全身を用いる活動を楽しんでできる
ような工夫を提案した。全身を動かすことにより、自然
に全身に意識が行き渡ること、心と体が解放され、充実
感や満足感が味わえること、そのような状態でお互いが
交われること、という基本の元で日常の保育がなされる
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ことの重要性を伝えた。保育者は、Ｂだけではなく、年
長児クラスの子どもたち全体にとって、身体的活動を軸
に据えた保育の展開は重要な意味を持つだろうという考
えから、積極的に実施していくことを語った。
　第二回では、まずＢ自身に変化が見られた。相談室に
入ってきて、すぐに恐竜の人形を手に取って遊び始めた
が、逃避的或いは防衛的な雰囲気ではなく、生き生き
と「おいら、恐竜で遊ぶ」と言い、目的を持って落ち着
いて遊ぶ姿が印象的であった。図 10「Ｍちゃん（妹）」、
図 11「おいら（自分）」、図 12「恐竜」の描画表現は、
いずれも図７、図８、図９と比べて大きく伸び伸びと描
かれた。特に図 11「おいら（自分）」は、堂々と大きな
顔が描かれ、まだまだ安定感には乏しいものの、手や足
が人間らしく描出され、Ｂが身体意識を確立し始めてお
り、自己像も明確に持ちつつある様子が感じ取れた。図
12「恐竜」からは、餌として食べた魚の骨が描かれてお
り、求めていた餌を食べ、より活力を増したＢ、水を得
た魚のようなＢが、生き生きと進んでいこうとするエネ
ルギーが伝わってくるようであった。Ｂの母親はこれま
で心の中でもやもやとしていたＢとの関係性に関し、前
回の相談をきっかけとして一歩を踏み出せたことに、安
堵感を覚えている様子であった。Ｂに対して叱る以外の
感情を持って目を見つめて声をかけ、日々、保育園での
体験などを聞き、スキンシップを含めて保育園での遊び
を共に再現するなど、実践できていることを笑顔で語っ
た。そしてその実践がＢの中で良い形となって表れてい
ることが描画を通して見えたことで、母親としての自信
につながっている様子が表情にも表れていた。さらに、
今後もＢとの関係を築いていくことができそうだという
見通しを持てた母親の思いが、面接の中のやり取りを通
し感じられた。描画というツールを通して、保育者が、
Ｂにとってだけでなく、母親にとっても一歩踏み込んだ
理解者・援助者となったことが、母親の安心感を高め、
Ｂへの包容力を高め、その受容的な雰囲気がＢにしっか
りと伝わったのではないだろうか。母子の関係性が安定
していったことがＢに心理的安定をもたらし、伸び伸び
とした描画表現にもつながったと考えられる。
　保育者は、当初はＢとＢの母親への対応のみを念頭に
おいていたが、コンサルテーションを通して、保育の工
夫に着目したことにより、Ｂを含めた年長児クラス全体
の保育の見直しにつながったという振り返りをした。対
人関係のスキルも、まずは一人一人の子どもがきちんと
身体意識を確立し、自己を確立していることが必要で、
保育の中では、日々の活動として、細かい操作的活動以
前に、全身に意識がみなぎっていくような活動を取り入
れ実践していくことが有効であることに、Ｂの姿を通

し、またＢの描画の変化を通し、気付くことができた様
子であった。第一回から第二回へのＢの変化の様子を母
親と保育者で共有する上で描画は目に見える情報として
役に立った。小学校への橋渡しをする際に、これまでの
支援による効果を伝えると共に、引き続き身体全体の発
達、自己意識と他者意識を構築していきつつある現状を
踏まえての支援を希望するということを伝える方向で、
母親と保育者は共通理解することができた。

Ⅳ　終わりに

　今回取り上げた２事例は、筆者の勤務していた医療機
関の発達外来で面接を行っており、保育者がこの外来に
来院する形でコンサルテーションも実施した。心理職が
巡回などで保育園や幼稚園に出向いてコンサルテーショ
ンを行う場合、慌ただしい状況の中で、せわしなく行わ
なければならないことも多く、保育者があまり集中でき
ない環境である場合が少なくない。この２事例では心理
職側の本拠地の相談室で保育者を迎える形でのコンサル
テーションを実施し、保育者は当面している問題にのみ
集中でき、落ち着いて話を進めることができた。また、
保育者側が来院する、ということ自体に、保育者側の明
確な目的意識が見られることから、コンサルテーション
がより有意義なものになった可能性も高いと考えられ
る。
　今回の２事例においては、子どもの人物画を中心に据
えて子どもの発達を見て、母親支援を行い、保育者への
コンサルテーションを行った。実際に日々継続的に子ど
もにかかわり、母親とコミュニケーションを交わし、母
子を支えていくキーパーソンである保育者が、コンサル
テーションを通して、筆者と共に客観的に子どもの人物
画をとらえ、節目に介入の妥当性も検討し、保育の在り
方を工夫していった。保育の在り方の工夫は、結果的
に、対象児以外の子どもたちを含んで考えることにも
なった。クラス全体の子どもの活性化にもつながったこ
とで、対象児の発達は、子どもたちとの相互のかかわり
によってもより促進されていったのではないかと考えら
れる。保育者にとっても、自己の保育を丁寧に振り返
り、自らの成長をもはかる流れとなったのではないだろ
うか。
　保育の場面での工夫によって子どもの成長が見られて
いくと、保育者は母親に子どもの成長・発達と、家庭で
の対応について具体的に助言しやすくなった。母親は保
育者に、抽象的な助言ではなく、具体的な助言を求めて
いる。自分と我が子に合った遊び方を提示してもらうこ
とによって、保育者への信頼が増し、家庭で何をしたら
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よいのかがわかり、実践に結び付けやすかった。保育者
の行う子育て支援は、具体的な方法がわかる実践的なも
のである必要がある。ただ、その際に母親にも我が子の
現状を知る手がかりが重要であり、人物画はその一つと
なり得たと言えるのではないだろうか。
　発達的な特徴を抱える子どもの発達支援においては、
子どもの身体意識の形成を支えることがまず必要であ
り、そのためには日常的な保育の中での身体活動や感覚
を豊かに刺激する体験は非常に重要である。こうした支
えと並行して母親の不安に寄り添っていくことによっ
て、母子関係の支援にもつながっていく。つまり、心理
的な支援と日常の保育は、相乗効果を産み出していくの
である。
　人物画というツールは、保育者の子ども理解に役立
ち、心理職と保育者の子どもの状態像の共有、保育者と
母親との子どもの状態像の共有それぞれに役立ち、子育
て支援、母子の関係性への支援に有効的に機能すること
が明らかとなった。さらに、人物画の活用の意義を保育
者達が知ることによって、保育場面において継続的・長
期的に子どもの発達と人物画を照らし合わせていくこと
が可能になっていくことも想定される。しかし、牧瀬

（2015）が、４歳児の事例の考察において、描画を「き
く」ことの重要性を明らかにし、描いた子どもの語り
を「きく」ことにより、初めて描画における個々の要素
が意味を超えて、どのように結びついているのかを理解
することができる、と述べているように、子どもの描画
をアセスメントとして丁寧に活用していく上では、個別
的なかかわりを通じて、子どもから出てくる一言二言の
言葉であっても、語られることを描画表現と共にしっか
りときき、受けとめることが重要であろう。語りの発達
は、小坂（2016）によると、典型発達の子どもで５歳以
上に発達してくるとされ、４歳児の段階、さらに５歳児
以上であっても、発達の遅れや偏りがある子どもの場合
は、十分な語りを得ることは難しいことが多いと考えら
れる。今回取り上げたＡとＢの事例においても、十分
な語りはなかったが、大切なキーワードが表出された。
Ａは描画後に、「Ａくん（自分）」と「お友達」と語り、
Ｂは描画後に、「Ｍちゃん（妹）」、そして「おいら（自
分）」、「ティラノサウルス」、「恐竜」と語った。単語で
発せられたこれらの言葉は、描画と共に重要な示唆を与
えてくれるものとなった。さらに、“ 語られない ” 心の
声、そして身体の声にも耳を傾ける、きく側である周囲
の大人の柔軟な感性を用いることも、非常に重要である
こともわかった。幼児の発達を考えるとき、むしろ言葉
としては語られない世界が大きく、語られない描画表現
の世界にしっかりと心の耳を澄まして受けとめること

のできる大人の存在の意義は大きい。佐藤（2019）は、
「身体的なレベルで活動と描画とは一つの同じ表現活動
として密接不可分な形でお互いの活動を刺激し合ってい
る。描画は具体的な活動や経験を象徴的な形で表してい
るものだが、その背景には身体で体験したことや活動が
ある。」と述べ、幼児の描画には、表現活動を促してい
く興味関心、身体で感じていく豊かな体験が不可欠であ
ることを説明している。さらに、佐藤（2019）は、子ど
もは描画を「身近な人に見てもらい、自分の描いたもの
がそこに注意を向けることでつながっていく『関係の共
有』を持とうとする。」とも述べ、描画表現が周りの人
との関係の中から生まれてくること、表現に込められた
メッセージを受けとめる大切さについても述べている。
常に、「身体・頭・心」を駆使して日々子どもたちにか
かわっている保育者こそが、一人一人の子どもの「身
体・頭・心」の成長を願って、子どもの中から出てきた
表現を真摯に受けとめる時、子どもにとっての日常が、
よりバランスのとれた発達のために有意義なものとなっ
ていくのではないだろうか。本論文においては特に人物
画に焦点を当て、保育の中で生かすアセスメントとして
の描画表現を取り上げた。今回の事例を検証していくこ
とにより、保育者へのコンサルテーションにおける、人
物画の活用の具体的な方法とその意義が実証でき、そし
て、保育者にとっての今後の描画表現活用の可能性につ
いても一つの展望を示すことができた。

注
１）�倫理的な観点から、終結後相当年数が経ち、小児を対象と

する医療機関の対象ではなくなっている事例を取りあげる
と共に、個人が特定されないよう、Ａ・Ｂのアルファベッ
ト表記を用いた。また、時期や場所が特定できる記述を省
いた。
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The Effectiveness of Drawing a Man as the Assessment of 
Children in the Consultation for Childcare Workers

Eriko Suetsugu
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School

　We report two cases in which we conducted consultations with childcare workers assigned to 
children being provided with developmental counselling. Drawing a man made by the children 
helped them better understand such children and were useful for improving the provision of 
childcare, schemes, and support for mothers. Regular consultations with the childcare workers, with 
a focus on the children’s drawing a man, improved their understanding of the children and helped 
both the childcare workers and mothers to discuss the children’s development. The childcare 
workers were also able to provide specific advice to mothers on how to bring up their children, 
which resulted in a better relationship being fostered between the mothers and their children. 
Drawing a man played an important role in confirming the outcomes of the childcare workers’ 
imaginative and thoughtful childcare and in discussing the next step. The additional use of other 
information, such as developmental and intelligence tests or drawings of other objects, was found to 
further improve understanding of the children’s development.

Key words：drawing a man, assessment, consultation, childcare, mother-child relationship


